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中学２年数学講座

第６章 確率

（２）確率の求め方の基本

基本問題

講師：高山よしなり
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確率の求め方

例：さいころを投げたとき、１の目の出る確率はどうなるか。

実験をしてみると、１の目の出る確率は、

に近いことが分かる。

①目の出かたは、１，２，３，４，５，６の６通りである。

②どの目が出ることも同じ程度に期待される。

③１の目が出るのは、１通りである。

このとき、１の目の出る確率は、

②のように、起こりうる結果がどれも同じ程度に期待でき
ることを、どの結果が起こることも同様に確からしいという。
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確率の求め方

起こる場合が全部でｎ通りあり、そのどれが起こるこ
とも同様に確からしいとする。

そのうち、ことがらAの起こる場合がａ通りであるとき、

ことがらＡの起こる確率ｐは、 となる。

ｎを場合の数という。

例１：１個のさいころを投げて３の目の出る確率

例２：１つの硬貨を投げて表がでる確率
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